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厚⽣労働省 健康局 難病対策課

令和５年度予算（案）及び令和４年度補正予算の概要



• 難病・小児慢性特定疾病対策について

• 慢性の痛み対策について

• ハンセン病問題対策について
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難病・小児慢性特定疾病対策について（概要）
（１／２）

令和５年度予算（案） （令和４年度当初予算額）
︓1,598億円（1,563億円）

令和４年度補正予算額 ︓ 22億円
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• 難病患者に対する医療費助成に必要な経費を確保し、患者の医療費の負担軽減を図る。

（主な事業）

・難病医療費等負担⾦

① 難病患者等への医療費助成の実施

• 地域の様々な⽀援機関と連携した相談⽀援体制の構築などにより、難病患者の⻑期療養⽣活上の悩みや不安を和らげ、就労

⽀援を推進するため、相談⽀援センターへの専⾨職の配置等への⽀援を⾏うとともに、難病についての理解を深める取組を

推進し、難病患者が社会参加しやすい環境の整備を図る。

（主な事業）

・難病相談支援センター事業

② 難病患者の社会参加と難病に対する
国⺠の理解の促進のための施策の充実

• 都道府県における難病の医療提供体制の拠点となる難病診療連携拠点病院を中⼼とした連携体制の構築等に対する⽀援を⾏

う。

（主な事業）

・難病医療提供体制整備事業

・難病指定医が勤務する医療機関のオンライン化⽀援事業

③ 難病の医療提供体制の構築

R5予算（案） 12億円（12億円）

R5予算（案） 1,276億円（1,250億円）

（9.5億円）R5予算（案） 8.7億円

1,273億円

5.5億円

6.7億円

難病患者等への医療費助成等を実施するとともに、昨年７⽉に取りまとめられた「難病・⼩慢対策の⾒直しに関する意⾒書」や
第210回臨時国会において成⽴した難病法及び児童福祉法の⼀部改正法等を踏まえ、難病・⼩児慢性特定疾病対策の着実な推進
を図る。

2.9億円、【R4補正】5.2億円

R4補正予算額 5.2億円

【一部R4補正】



難病・小児慢性特定疾病対策について（概要）
（２／２）

• 慢性的な疾病を抱える児童等に対する医療費助成に必要な経費を確保し、患児家庭の医療費の負担軽減を図る。また、慢性

的な疾病を抱える児童等の⾃⽴を促進するため、療養⽣活に係る相談や地域の関係者が⼀体となった⾃⽴⽀援に対する⽀援

を⾏うほか、先天性異常等に罹患している児童等が必要としている特殊ミルクの供給に対する⽀援の強化等を⾏う。

（主な事業）

・⼩児慢性特定疾病医療費負担⾦

・⼩児慢性特定疾病児童等⾃⽴⽀援事業費負担⾦

・代謝異常児等特殊ミルク供給事業

・移⾏期医療⽀援体制整備事業

・⼩児慢性特定疾病指定医が勤務する医療機関のオンライン化支援事業

④ 小児慢性特定疾病対策の推進

• 難病等の研究を総合的・戦略的に実施するため、全国規模の指定難病・小慢データベースの充実を図り、難病患者・小児慢

性特定疾病児童等の情報の円滑な収集を進めるとともに、この情報を活⽤するなどして、疫学調査、病態解明、治療法の開

発（遺伝⼦治療、再⽣医療技術等）等に関する研究を⾏う。

（主な事業）

・難病対策等の推進のための患者データ登録整備事業等

・難病等制度推進事業

・難病ゲノム等情報利活⽤検証事業

・難治性疾患政策研究事業／難治性疾患実用化研究事業

9.2億円

34百万円

167億円

⑤ 難病・小児慢性特定疾病に関する
調査・研究などの推進
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（注１）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。（注２）計数は、他局、デジタル庁計上分を含む。

2.8億円

45百万円

107億円、【R4補正】6.0億円

R5予算（案） 183億円（179億円）

R4補正予算額 1.8億円

R4補正予算額 15億円
R5予算（案） 119億円（113億円）

1.0億円、【R4補正】1.8億円

12億円、【R4補正】5.5億円【一部R4補正】

【一部R4補正】

3.3億円【R4補正】

【一部R4補正】

令和５年度予算（案） （令和４年度当初予算額）
︓1,598億円（1,563億円）

令和４年度補正予算額 ︓ 22億円



慢性疼痛対策について（概要）

慢性の痛みを対象とした医療体制の整備を進めるほか、慢性の痛みに関する診断・治療法の研究開発や、患者に対す

る相談、国⺠の理解の促進など、患者の⽣活の質の向上を図る取組を引き続き推進する。

令和５年度予算（案） （令和４年度当初予算額）
︓2.6億円（2.6億円）
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• 慢性の痛みに対する適切な医療提供体制の構築するため、中核的な医療機関と地域の医療機関によるリハビリテーションを

含む総合的な診療科連携や多職種連携体制の構築に向けた研究を推進する。また、慢性の痛みに関する病態解明や画期的な

診断・治療法の開発の加速化を図るため、患者数の多い既知の疾患に伴う慢性の痛み、原因や病態が⼗分に解明されていな

い慢性の痛み、機能的要因により引き起こされる慢性の痛みに関する病態解明等の研究を推進する。

① 慢性疼痛に関する研究等の推進 1.4億円（1.4億円）

• 都道府県間で慢性疼痛に関する診療体制の質の均てん化を図るため、痛みセンターが⾏う厚⽣労働科学研究等で得られた最

新の診療ノウハウの普及等に対する⽀援する。

② 慢性の痛みを対象とした

医療体制の整備
1.1億円（1.1億円）

• 慢性の痛みを抱えた患者・家族が症状を訴えても適切な診断・助⾔が得られないという現状を改善するため、的確な相談や

助⾔ができる信頼性の⾼い相談窓⼝機関を設けるとともに、慢性の痛みを抱える患者に対する周囲の理解促進を進め、患者

やその家族をサポートする。

③慢性疼痛に関する正しい情報の提供 13百万円（12百万円）

（注１）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。

（注２）計数は、他局計上分を含む。



ハンセン病問題対策について（概要）

ハンセン病元患者等の名誉回復等を図るため、ハンセン病問題に関する正しい知識の普及啓発の強化等を進めると

ともに、国⽴ハンセン病資料館等の学芸員の増員や、同資料館収蔵庫の増設を進めることにより資料館活動の充実を

図る。

さらに、ハンセン病療養所の⼊所者に対する必要な療養を確保し、退所者等への社会⽣活⽀援策等を実施する。

令和５年度予算（案） （令和４年度当初予算額）
︓359億円（362億円）

令和４年度補正予算額 ︓ 25億円
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• ハンセン病療養所における⼊所者に対する必要な療養の実施

③ 在園保障

• 国⽴ハンセン病療養所等を退所した⽅に対する給与⾦の⽀給

• 非入所者に対する給与⾦の⽀給

• ハンセン病療養所退所者給与⾦の受給者の遺族に対する⽀援⾦の⽀給

• ハンセン病元患者家族への相談支援 等

②社会復帰・社会⽣活⽀援 R5予算（案） 25億円 （26億円）

• 国⽴ハンセン病資料館、重監房資料館の運営

• 国⽴ハンセン病資料館収蔵庫増設

• 「らい予防法による被害者の名誉回復及び追悼の⽇」式典の開催

• ハンセン病問題に関する全国規模の意識調査の実施 等

① 謝罪・名誉回復措置 R5予算（案） 17億円 （13億円）

（注１）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。 （注２）計数は、他局計上分を含む。

R4補正予算額 25億円
R5予算（案） 316億円 （323億円）



令和５年度予算（案）一覧

令和４年12月

健康局難病対策課



事 項
令 和 ４ 年 度
予 算 額

令 和 ５ 年 度
予 算 （ 案 ）

差 引
増 △ 減 額

千円 千円 千円 千円 千円

(156,303,881) (159,787,208) (3,483,327) ≪対前年度比 102.2%≫

146,594,611 149,122,195 2,527,584 ≪対前年度比 101.7%≫

１ 難病患者等への医療費助成の実施 124,961,142 → 127,552,466

・難病医療費等負担金 124,747,085 → 127,338,409

・特定疾患治療研究事業 214,057 → 214,057

２ 難病患者の社会参加と難病に対する国民の
理解の促進のための施策の充実

1,191,155 → 1,158,719

・療養生活環境整備事業 806,423 → 838,851

難病相談支援センター事業 670,235 → 670,235

難病患者等ホームヘルパー養成研修事業 10,238 → 10,238

在宅人工呼吸器使用患者支援事業 125,950 → 125,950

指定難病要支援者証明事業 0 → 32,428

・難病特別対策推進事業費① 255,338 → 254,676

難病患者地域支援対策推進事業 131,627 → 130,965

神経難病患者在宅医療支援事業 14,595 → 14,595

難病患者認定適正化事業
（医療機関オンライン化支援事業を除く）

71,462 → 71,462

指定難病審査会経費 37,654 → 37,654

・難病相談支援センター間のネットワーク支援事業 7,130 → 7,130

・難病指定医研修のオンライン化支援 25,806 → 25,806

・難病患者サポート事業 19,504 → 19,421

・特定疾患医療従事者研修事業 3,247 → 3,247

・特定疾患等対策費 9,707 → 9,588

・難病対策の推進のための患者データ登録
整備事業費（調査研究費）

64,000 → 0

３ 難病の医療提供体制の構築 953,877 → 873,716

・難病特別対策推進事業費②
（難病医療提供体制整備事業）

563,812 → 545,130

・難病特別対策推進事業費③
(うち難病患者認定適正化事業
（医療機関オンライン化支援事業）)

17,900 → 289,700

・難病情報センター等事業 31,433 → 31,429

・難病の全ゲノム解析等実証事業 332,941 → 0

・難病ゲノム研究実務者養成研修事業 7,791 → 7,457

４ 小児慢性特定疾病対策の推進 17,905,048 → 18,338,523

・小児慢性特定疾病医療費負担金 16,433,110 → 16,748,831

・小児慢性特定疾病児童等自立支援事業費負担金 922,784 → 922,784

・小児慢性特定疾病対策等総合支援事業 255,003 → 350,033

・小児慢性特定疾病情報管理事業 23,734 → 23,734

・小児慢性特定疾病児童等支援者養成事業 15,424 → 14,582

・代謝異常児等特殊ミルク供給事業 254,993 → 278,559

令和５年度 難病対策課関係予算（案）一覧

Ⅰ．難病・小児
慢性特定疾病
対策

主 な 内 容

※ （ ）書きの金額は、他局計上分を含めた額。また、難病対策課計上分にはデジタル庁計上分を含む。



事 項
令 和 ４ 年 度
予 算 額

令 和 ５ 年 度
予 算 （ 案 ）

差 引
増 △ 減 額

(11,292,659) → (11,863,784)

1,583,389 → 1,198,771

・厚生労働科学研究費等 (9,709,270) → (10,665,013)

難治性疾患政策研究事業 (1,776,460) → (1,776,460)

難治性疾患実用化研究事業 (7,932,810) → (8,888,553)

・難病対策の推進のための患者データ登録
整備事業費（調査研究費を除く）

1,457,419 → 1,073,199

・小児慢性特定疾病データベース登録システム整備事業 81,059 → 81,059

・難病等制度推進事業 44,911 → 44,513

６ 医療施設等の整備 - → -

（主な事業）

・難病相談支援センター施設整備費

・重症難病患者拠点・協力病院設備

（保健衛生施設等施設・設備整備費のメニュー）

(258,501) (258,110) (△391) ≪対前年度比 99.8%≫

118,071 118,480 409 ≪対前年度比 100.3%≫

１ 痛みを対象とした医療体制の整備 105,936 → 105,912

・慢性疼痛診療システム均てん化等事業
（旧慢性疼痛診療システム普及・人材養成

モデル事業）
105,936 → 105,912

２ 慢性疼痛に関する正しい情報の提供 12,135 → 12,568

・からだの痛み・相談支援事業 12,135 → 12,568

３ 慢性疼痛に関する研究等の推進 (140,430) → (139,630)

・慢性の痛み政策研究事業 (76,150) → (76,150)

医療研究開発推進事業費補助金

・慢性の痛み解明研究事業 (64,280) → (63,480)

※ （ ）書きの金額は、他局計上分を含めた額。また、難病対策課計上分にはデジタル庁計上分を含む。

Ⅱ 慢性疼痛対
策

主 な 内 容

５ 難病・小児慢性特定疾病に関する調査・研究など
の推進



事 項 #REF!
令 和 ５ 年 度
予 算 （ 案 ）

差 引
増 △ 減 額

千円 千円 千円 千円 千円

(36,185,803) (35,850,138) (△335,665) ≪対前年度比 99.1%≫

4,004,306 4,303,818 299,512 ≪対前年度比 107.5%≫

１ 謝罪・名誉回復措置 1,320,869 → 1,675,540

・ハンセン病問題に関する全国規模の意識調査の実施 0 → 10,401

・ハンセン病元患者家族に対する補償等 52,006 → 50,878

・国外ハンセン病療養所入所者等補償経費 8,463 → 8,463

・中学生を対象としたパンフレット作成 24,565 → 24,565

・シンポジウム開催・普及啓発資料作成 22,551 → 22,555

・国立ハンセン病資料館運営経費 581,587 → 592,560

・再発防止検討調査事業委託費等 34,425 → 34,425

・らい予防法被害者追悼式参列旅費 2,513 → 2,566

・歴史的建造物の保存等経費 77,847 → 77,847

・国立ハンセン病資料館収蔵庫増設 503,108 → 837,474

・その他 13,804 → 13,806

２ 社会復帰・社会生活支援 2,593,331 → 2,548,359

・国内ハンセン病療養所退所者給与金 2,137,621 → 2,091,943

・国内ハンセン病療養所非入所者給与金 75,434 → 75,434

・特定配偶者等支援金 142,848 → 142,848

・療養所入所者家族に対する生活援護 16,159 → 16,115

・社会復帰者等支援事業 113,187 → 113,554

・社会交流、地域啓発推進事業 44,554 → 44,554

・沖縄ハンセン病対策 50,285 → 50,786

・その他 13,243 → 13,125

(32,271,603) → (31,626,239)

３ 在園保障 90,106 → 79,919

・私立ハンセン病療養所の運営経費等 90,106 → 79,919

・国立ハンセン病療養所の運営経費等 (32,181,497) → (31,546,320)

(192,748,185) (195,895,456) (3,147,271) ≪対前年度比 101.6%≫

課 計 150,716,988 153,544,493 2,827,505 ≪対前年度比 101.9%≫

主 な 内 容

Ⅲ ハンセン
病問題
対策

※ （ ）書きの金額は、他局計上分を含めた額。また、難病対策課計上分にはデジタル庁計上分を含む。


